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下松市社会福祉協議会は、法人化60周年を迎えました。

笑顔と一緒にお弁当を
お届けします☆

　下松市には15の地区社会福祉協議会があり、
各地域に根ざした福祉活動を行っています。
　ふれあい食事サービス事業もその活動の一つで、民生
児童委員・福祉員・自治会役員・ボランティア等の協力に
より各地区で会食や配食を実施しています。
　活動をとおして、高齢者相互・世代間の交流や孤独感
を和らげることにつながっています。
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令
和
の
時
代
を
生
き
る

令
和
の
時
代
を
生
き
るる
き
る

下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長  

市
川　

正
紀

和

代

下
松
市
社
会
福
祉

社
会
福
祉
法
人

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
初
の
お
正
月
を
ど
の
よ
う
に
迎

え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
一
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
が
ど
ん
な
時
代
に
な
る

の
か
、
期
待
に
胸
が
膨
ら
む
と
同
時
に
不

安
に
思
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
平
和

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
時
代
と
な
る
よ
う

に
、
ま
た
将
来
に
期
待
が
も
て
る
明
る
い

社
会
と
な
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
多
く
の
困
難
や
課
題
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
人
の
叡
智
で
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
期
待
す
る
こ
と

や
不
安
に
思
う
こ
と
な
ど
を
思
い
つ
く
ま

ま
に
羅
列
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）な
ど
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
ど
こ
ま
で
進
化
す
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
進
化
は
間
違
い
な
く
人
間
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

☆
出
生
数
が
衝
撃
的
な
落
ち
込
み
を
し
て

い
ま
す
。
抜
本
的
か
つ
総
合
的
な
少
子

化
対
策
を
早
急
に
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
金
や
医
療
、
労

働
力
不
足
に
関
わ
る
問
題
で
す
。

☆
地
球
温
暖
化
防
止
に
真
剣
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
常
に
大
災
害
に
備
え
る
施

策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

☆
大
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
地
方
都
市

や
田
舎
は
疲
弊
し
て
い
ま
す
。
自
分
達

が
住
む
場
所
の
魅
力
を
探
り
、
若
者
を

引
き
止
め
る
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
世
界
的
に
見
れ
ば
人
口
は
爆
発
的
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
気
候
変
動

で
も
起
こ
れ
ば
食
糧
危
機
が
起
こ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
農
耕
地
を
荒
れ
放
題

に
し
な
い
で
、
で
き
る
だ
け
食
糧
の
自

給
自
足
を
考
え
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

☆
で
き
る
だ
け
格
差
社
会
が
是
正
さ
れ
る

世
の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
弱
者
を
擁
護
す
る
よ
う

な
人
が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

☆
赤
字
国
債
の
発
行
は
で
き
る
だ
け
抑
え

る
よ
う
に
し
て
、
発
行
残
高
を
減
ら
す

よ
う
に
し
な
い
と
将
来
に
禍
根
を
残
す

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
が
益
々
盛
ん
に
な
り
、
多
く

の
日
本
人
選
手
が
世
界
で
活
躍
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

☆
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
今
ま

で
以
上
に
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

☆
今
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
は
じ
め
、
大
阪
万

博
開
催
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通

な
ど
楽
し
み
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
一
方
、
拉
致
問
題
や
北
方
領
土

問
題
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。

令
和
の
早
い
時
代
に
解
決
で
き
る
こ
と

を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　第 44回「小さな親切」作文コンクールで末武
中学校 1 年生の加藤肇さんが応募総数 42,379
編の中から中学生の部で入選され、東京で行わ
れた表彰式に出席されました。おめでとうござ
います。
　なお、加藤さんの作文は、社会福祉協議会の
HPに掲載していますので、是非ご覧ください。

小さな親切 表 彰 式

〒744-0078  下松市西市二丁目10番16号

下松福祉センター
社会福祉協議会

下松駅
至広島→←至下関

玉鶴

市民運動場 〒下松郵便局

↑
至
市
役
所切

戸
川

県道徳山下松線

令和元年 12月 14日から新たに住居表示が実施されました。
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地域歳末見舞金 ・・・・75,000 円
福祉施設見舞金 ・・・ 120,000 円
歳末福祉活動 ・・・・ 129,800 円

歳末たすけあい募金
（下松市共同募金委員会）

福祉施設見舞金 ・・・ 180,000 円
交通遺児等見舞金 ・・・60,000 円

善 意 銀 行
（下松市社会福祉協議会）

11,061,321円
（１月6日現在）

皆様から寄せられた募金額

令和元年度   赤い羽根共同募金運動報告

戸別募金 ・・・・・・・・7,374,690 円
法人募金 ・・・・・・・・1,188,697 円
職域募金 ・・・・・・・・・285,752 円
街頭募金 ・・・・・・・・・206,302 円
学校募金 ・・・・・・・・・181,308 円
その他の募金 ・・・・・・1,824,572 円

　10 月 1 日から 12 月 31 日まで実施しました赤い羽根共同募
金運動における皆様のご理解とあたたかいご支援に対し、厚く
お礼申し上げます。皆様からお寄せいただきました募金を、市内
の地域福祉活動の推進や福祉関係団体などの事業費として有効
に活用させていただきます。
　なお、下松市共同募金委員会及び市社会福祉協議会では、歳末
たすけあい募金と善意銀行からの浄財を、市内の福祉施設やひ
とり親世帯等に年末見舞金としてお贈りしました。

10 月 1 日から 12 月 31 日まで実施しました赤い羽根共同募

～市民の皆様の優しい気持ちありがとうございました～

久保小学校の皆さんにもご協力いただきました。

バレンタイン献血

　期間中（1月 1日から 2月 29 日まで）に新たに成人式を迎える
「はたち」の若者を中心として広く国民各層へ献血に関する理解
と協力を求め、冬季における献血者の確保及び献血運動を全国
で盛り上げることを目的に、イベントを実施します。

☆当日、献血された方には「献血くじ」を実施し、
　抽選により粗品のプレゼントやお菓子の掴み取り
　を行います。

～「はたちの献血」キャンペーン～

【と　き】２月９日（日）
　　　 10:00 ～ 12:00　13:15 ～ 16:00
【ところ】 サンリブ下松
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に
続
き
、
ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
酒
井
保
氏
に
よ
る
「
つ
な
が
る
喜
び
・

つ
な
げ
る
喜
び 

～
あ
な
た
は
、
ど
ん
な

地
域
に
暮
ら
し
た
い
で
す
か
？
～
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た

め
に
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
「
社

会
性
を
保
つ
こ
と
」
が
重
要
に
な
り
ま

す
が
、
実
際
は
介
護
保
険
を
利
用
し
始

め
る
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
切
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
社
会
性
が
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
分

か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
自
身
が
70
代
、
80
代
、

90
代
に
な
っ
た
と
き
に
「
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
た
い
の
か
」「
そ
の
た
め
に
は
ど

ん
な
地
域
に
な
っ
た
ら
良
い
の
か
」
を

考
え
な
が
ら
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
話
さ
れ
、
参
加
者

一
同
改
め
て
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
」
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

下
松
市
長
表
彰

【
社
会
福
祉
関
係
功
労
】

	
	

	

3
名

岡　

田　

祈
美
江	

（
西
市
）

津　

森　

健　

一	

（
末
武
上
）

亀　

田　

浩　

子	

（
東
豊
井
）

下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

【
市
社
協
・
地
区
社
協
関
係
功
労
】

	
	

	

1
名  

2
団
体

野　

村　

耕　

造	

（
潮
音
町
）

江
の
浦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

	
	

	

（
笠
戸
島
）

深
浦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

	
	

	

（
笠
戸
島
）

【
民
間
施
設
、
福
祉
関
係
団
体
功
労
】

	
	

	

5
名  

1
団
体

濵　

田　

勝　

年	

（
東　

陽
）

山　

本　

明　

子	

（
藤
光
町
）

松　

宮　

光　

子	

（
瑞
穂
町
）

　
　
　

澄　

子	

（
生
野
屋
）

安
全
で
安
心
な
花
岡
地
域
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会	

	

（
末
武
上
）　

山　

根　

紀　

子	

（
周
南
市
）

【
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
】

	
	

	

7
名

矢　

野　

惠　

子	

（
旗　

岡
）

松　

村　

久　

司	

（
望　

町
）

佃　
　
　

喬　

登	

（
栄　

町
）

中　

村　

一　

男	

（
桜　

町
）

𠩤　

田　

美
保
子	

（
笠
戸
島
）

山　

下　

す
み
え	

（
切　

山
）

國　

本　

勝　

利	

（
生
野
屋
西
）

受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞
おおおおお
めめめめ
ででで
とととと
う
ごご
ざざざざ
いいいい
まままま
すすすすすすす）

（（
順順
不不不
同同同
敬敬敬
称称称称
略略略略
））

　

11
月
21
日
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ

展
示
ホ
ー
ル
で
、
下
松
市
制
施
行
80
周

年
記
念 

下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
法
人

化
60
周
年
記
念 

令
和
元
年
度 
下
松
市
社

会
福
祉
振
興
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、〝
だ
れ
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り″
を
め

ざ
し
て
、
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

地
域
福
祉
の
よ
り
一
層
の
推
進
と
社
会

福
祉
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
も
の
で
、
約
250
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
功
労
ご
と
に
表
彰
が
行

わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
者
に
國
井
市
長

か
ら
市
長
表

彰
（
3
名
）
が
、

市
川
社
会
福
祉

協
議
会
長
か
ら

社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
（
36

名
・
10
団
体
）

が
贈
ら
れ
、
敬

意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後

に
は
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
指
定
障

害
者
支
援
施
設 

第
１
し
ょ
う
せ

い
苑
利
用
者
に

よ
る
元
気
い
っ

ぱ
い
の
歌
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

下
松
市
社
会
福
祉
振
興
大
会

令
和
元
年
度

下
松
市
制
施
行
80
周
年
記
念 

下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
化
60
周
年
記
念
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10
月
24
日
、
光
市
民
ホ
ー
ル
で
、
県

下
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

「
第
69
回　

山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
席
上
、
山
口
県
知
事
表

彰
を
は
じ
め
と
し
、
福
祉
関
係
団
体
会

長
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰

山
口
県
知
事
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
】

民
間
社
会
福
祉
事
業
施
設
等
の
長
及
び

従
事
者

吉　

村　

艶　

子

山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
】

弘
中　

佳
代
子　
　

諏
訪　

啓
子

山
口
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
者
】

山
岡　

喜
久
吉

山
口
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長

表
彰

【
会
長
表
彰
】

佐
古　

惠
子　
　
　

合
田　

重
信

武
居　

雅
子　
　
　

田
中　

和
代

西
村　

敏
彦　
　
　

倉
本　

學

合
田　

衛
司　
　
　

上
野　

浅
幸

小
本　

悦
子　
　
　

田
村　

英
司

天
谷　

京
子　
　
　

江
村　

栄
子

竹
中　

喜
久
美　
　

竹
尾　

三
津
子

田
村　

範
子　
　
　

白
井　

康
子

橋
本　

ゆ
か
り　
　

岡
﨑　

み
ゆ
き

山
口
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
長
表
彰

【
会
長
表
彰
】

久
田　

昌
子　
　
　

櫻
井　

直
美

山
口
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
長
表
彰

【
知
的
障
害
者
福
祉
事
業
功
労
者
】

高
橋　

勇
樹

☆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
（
令
和
元
年
11
月
22
日
の
全
国
大
会
で
表
彰
）

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
者
】

山
本　

誠
一

☆
中
央
共
同
募
金
会
長
表
彰

　
（
令
和
元
年
11
月
22
日
の
全
国
大
会
で
表
彰
）

【
奉
仕
功
労
者
】

阿
部　

五
郎

【
福
祉
員
功
労
】	

	

6
名

三　

好　

た
づ
子	

（
大
藤
谷
）

武　

居　

映　

子	

（
古
川
町
）

出　

口　

ツ
タ
子	

（
東　

陽
）

辻　

村　

和　

子	

（
東　

陽
）

中　

原　

シ
ゲ
子	

（
東　

陽
）

松　

永　

多
美
子	

（
切　

山
）

【
自
治
会
長
功
労
】		

2
名

山　

本　

道　

良	

（
来　

巻
）

小　

林　
　

　

	

（
東　

和
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】	

15
名

岩　

村　

富　

子	

（
美
里
町
）	

〈
末
武
福
寿
会
〉

政　

元　

信　

枝	

（
桜　

町
）

〈
つ
く
し
の
会
〉

網　

本　

香
代
子	

（
東
豊
井
）

〈
つ
く
し
の
会
〉

藤　

村　

惠　

子	

（
中
須
南
）

〈
米
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
〉

中　

村　

ま
ち
子	

（
望　

町
）

〈
花
岡
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
〉

山　

本　

典　

子	

（
東　

陽
）

〈
下
松
点
訳
・
音
訳
友
の
会
〉

國　

居　

惠
美
子	

（
末
武
中
）

〈
花
岡
地
区
会
食
グ
ル
ー
プ
〉

藤　

田　

優　

子	

（
河　

内
）

〈
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
〉

橋　

本　

美
和
子	

（
東
豊
井
）

〈
下
松
認
知
症
を
支
え
る
会
え
く
ぼ
の
会
〉

金　

山　

良　

江	

（
切　

山
）

〈
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
会
〉

兼　

平　

笑　

子	

（
東
豊
井
）

〈
な
で
し
こ
の
会
〉

山　

縣　

美
佐
子	

（
末
武
上
）

〈
潮
音
民
謡
同
好
会
〉

岡　

本　

靜　

惠	

（
西
豊
井
）

〈
潮
音
民
謡
同
好
会
〉

柳　

谷　

悦　

子	

（
周
南
市
）

〈
話
そ
う
会
〉

神　

代　

厚　

子	

（
河　

内
）

〈
久
保
地
区
福
祉
協
議
会
〉

【
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
功
労
】

	
	

	
3
団
体

さ
ざ
な
み
会	

	
（
笠
戸
島
）

元
気
が
出
る
会	

（
末
武
上
）

な
で
し
こ
の
会	

（
中　

市
）

【
感
謝
状
】	

	

4
団
体

下
松
商
工
会
議
所
女
性
会

	
	

	

（
新　

川
）

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
く
り
や
ま

	
	

	

（
中
央
町
）

株
式
会
社
山
口
銀
行
下
松
支
店

	
	

	

（
桜　

町
）

下
松
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

	
	

	

（
北
斗
町
）

山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
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善
意
の
花
束

香
典
返
し

旗　

岡	

川
谷 

和
子
様	
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
主
人
）
孝
夫
様

中　

市	

新
井 

均
様	

五
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
母
堂
）
ヨ
シ
エ
様

生
野
屋	

高
菅 

光
子
様	

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
主
人
）
瀧
雄
様

桜　

町	

井
川 

孝
様	

五
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
令
兄
）
昇
様

生
野
屋	

福
田 

英
樹
様	

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

	

（
御
尊
父
）
悦
男
様

一
般
寄
付

河　

内	

中
村 

哲
男
様	

五
、〇
〇
〇
円

く
だ
ま
つ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
様二

〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

一
、二
四
一
、四
〇
〇
円

と
よ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様	

五
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

六
五
、一
〇
〇
円

瀬
戸
内
ひ
ら
め
友
の
会
様	

二
八
、七
三
一
円

　

累　

計	

二
、八
三
三
、六
一
七
円

音
育
サ
ロ
ン　

ベ
ビ
マ
マ
ン
様

三
〇
、〇
〇
〇
円

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

三
四
五
、四
〇
〇
円

下
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
様

八
、〇
〇
〇
円

第
四
回
野
上
こ
う
じ
ふ
れ
あ
い
会
様

一
三
、九
六
九
円

本
浦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様	
三
、〇
〇
〇
円

　

累　

計	

一
四
、〇
〇
〇
円

物
品
寄
付

マ
ル
ハ
ン
下
松
店
様	

お
菓
子

匿　

名　

様	

米
五
〇
㌔

匿　

名　

様	

米
一
〇
㌔

車
椅
子	

一
台

未
使
用
切
手
・
葉
書
・
文
具	

二
件

リ
ン
グ
プ
ル	

二
一
件

使
用
済
切
手	

一
八
件

　
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
と
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
善
意
銀
行
に
忌
明
け
そ
の
他
の
厚
志
を

含
め
て
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
氏
名
・
金
額
は
ご
了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
）

　

令
和
元
年
9
月
16
日
～
令
和
元
年
12
月
15
日　

受
付
分

訪問介護員
 募集！

空いた時間を有効活用しませんか。
私たちと一緒に働きましょう。

訪問介護員
（パートタイマー）

採用職種

採用人数 若干名
採用条件 次の条件を満たしている方
① 介護職員初任者研修課程修了
　（旧ホームヘルパー養成研修２級）
　 又は 介護福祉士
② 普通自動車免許

詳しくは、下松市社会福祉協議会まで

☎ 41-2242
☆あたたかいご支援
　　ありがとうございました。

災害義援金
● 東日本大震災義援金  3 件 1,328,761 円
● 平成 30年 7月豪雨災害義援金
  2 件 109,472 円
● 熊本地震災害義援金  2 件 100,000 円
● 令和元年台風 19号義援金
  5 件 2,111,173 円

（平成 31年 4月～令和元年 12月 受付分）

文化祭の募金やキャラグッズ
の収益金を義援金としていた
だきました。

末　武
中学校

12 月 20 日、株式会社日立製
作所と関連会社の従業員で
構成する奉仕団体、「親切会
中国支部」から、「子育て支援
のんびりサークル」に活動の
一助として見舞金が贈られ
ました。

親切会中国支部の支援活動
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「
な
か
む
ら
た
す
け
あ
い
た
い
」
は
中

村
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い
る
各
団
体
の

代
表
者
が
集
ま
り
、
助
け
合
い
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
協
議
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

11
月
13
日
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と

を
把
握
す
る
た
め
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
大
変
多
く
の
困
り
ご
と
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、

住
み
や
す
い
中
村
地
区
を
目
指
し
て
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
中
村
・
久
保
・
東
陽
小
学
校

で
高
齢
者
や
車
い
す
利
用
者
な
ど
へ
の
声
か

け
の
大
切
さ
、
お
手
伝
い
の
方
法
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
車
い
す
、
ア
イ
マ
ス
ク
、
高

齢
者
の
擬
似
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
初
め
て
の
体
験
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
興
味
津
々
で
真
剣
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
体
験
後
に
は
、「
困
っ

て
い
る
人
に
、
目
を
見
て
優
し
く
声
を
か

け
た
い
」「
今
日
の
体
験
を
い
か
し
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
福
祉
教
育
を
通

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〜
進
め
よ
う
、
地
域
づ
く
り
〜

な
か
む
ら
た
す
け
あ
い
た
い

み
ん
な
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ

育
む  

“
思
い
や
り
の
心
”

今
回
は
、ふ
れ
あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
米
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
」と
山
口
市
の
湯
田
地
区
で

ふ
れ
あ
い
型
給
食
を
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
と
の
情
報
交
換
会
が
9
月
13

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、お
互
い
の
活
動
の

仕
方
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
、ま
た
課

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、同
じ
よ
う
に
毎
月
1
回

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
て
も
、

お
弁
当
を
作
る
量
や
買
い
物
な
ど
を

含
む
事
前
準
備
の
仕
方
な
ど
の
違
い

が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の

「
良
い
と
こ
ろ
」
に
気
づ
く
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
久
保
独
居
会
食
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
」で
は
、
3
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、当
番
制
で
お
弁
当
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
弁
当
を
調
理
す
る
時
に
は
、皆
さ

ん
阿
吽
の
呼
吸
で
身
軽
に
動
き
、時
に

笑
い
声
も
交
え
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

盛
り
付
け
し
て
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、「
メ
ニ
ュ
ー
は
、
家
で
は
な

か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
」
を
心

が
け
て
お
り
、
お
弁
当
を
食
べ
た
ご

近
所
の
人
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た

よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、

や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
訪
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周防花岡駅 生野屋駅

消防署

市役所

周防久保駅 大河内駅

下松SA下松市社会福祉法人地域公益活動推進協議会

下松駅

福祉・くらしの相談窓口
M A P

ひとりで悩まないで、お気軽にご相談下さい！
区
分 No. 施設名 法人名 相談場所 電話番号

子
育
て
・
保
育

❶ 愛 隣 幼 児 学 園
社会福祉法人　愛育会

潮音町１丁目７－１５ ４１－０７３５

❷ 平 田 保 育 園 美里町３丁目２２－２０ ４１－１５８８

❸ 花 岡 保 育 園 社会福祉法人　孝志会 生野屋４１４－１ ４３－８１３８

❹ 和 光 保 育 園 社会福祉法人　和光保育園 大字河内２７３６－１ ４３－８４２７

障
が
い

❺ 第１しょうせい苑
社会福祉法人　松星苑

生野屋南１丁目７－１１ ４３－９８１０

❻ 第２しょうせい苑 生野屋南１丁目１２－１ ４５－２４２５

高　
齢

❼ 松 寿 苑 社会福祉法人　幸洋福祉会 大字来巻９４４－１ ４７－１２２０

❽ ほ が ら か 社会福祉法人　元気の会 大字山田２５６ ４７－１７１７

❾ 星 て ら す 社会福祉法人　緑山会 古川町３丁目１－２ ４４－９５１６

❿ ほ し の さ と 社会福祉法人
くだまつ平成会 生野屋南１丁目１３－１ ４５－３１００

総 

合⓫
下 松 市
社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉法人
下松市社会福祉協議会 西市２丁目１０－１６ ４１－２２４２

下松市内の社会福祉法人は、
身近な場所で福祉・くらしの相談窓口を開設しています。
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